
このような取組も推進してください

２０２２年４月から「プラスチックに係る
資源循環の促進等に関する法律」が施行されました

　プラスチックをとりまく様々な環境問題に対応していくには、プラスチックの資源循環
を加速し、循環型社会へ移行していくことが大切です。
　この法律では、プラスチック製品の設計・製造から販売・提供、プラスチック廃棄物の
排出・回収・リサイクルといった処理に至るまでの、プラスチックのライフサイクル全般
において、事業者・自治体・そして消費者である市民の皆さんで３Ｒ+Renewable（再生
プラスチック・再生可能資源等）の取組を促進していくことが求められています。
　大阪市では、この法律の施行を受けて、プラスチックごみ削減に重点を置き、区ごとに
様々な取組を進めていきます。
　廃棄物減量等推進員の皆さんには、この法律によって世の中がどう変わっていくかをご
理解いただき、皆さんの日々の生活の中で、プラスチックの資源循環がより一層進んでい
くよう、ご協力をお願いいたします。

区ごとのプラスチックごみ削減に向けた取組

プラスチック
資源循環の促進

新たなペットボトル回収・
リサイクルシステムの推進

容器包装プラスチック
の分別率アップ

適正に分別して質の
高いペットボトルを
排出することで、
ペットボトルから
ペットボトル等へリ
サイクルする「新た
なペットボトル回
収」への取組を推進
してください。

「容器包装プラチッ
ク」の分別をより一層
促進してください。

環境にやさしいプラ
スチック製品をえら
んでください。

プラスチックを過剰
に使用しないよう心
掛け、プラスチック
ごみを減らしてくだ
さい。

容器包装プラスチッ
クや店頭などでのプ
ラスチック製品の分
別・回収・リサイク
ルに協力してくださ
い。
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大阪エコバッグ運動

廃棄物減量等推進員の
　皆さんにしてほしいこと

　お出掛けする際は、率先して、常にエコバッグを携帯す
るよう努めてください。また、レジ袋を含むプラスチック問
題について、地域の皆さんと話し合い、プラスチックごみ
削減に向けて取り組んでください。

　プラスチックは、安価で使いやすいことから、急激に普及して、私たちの生活を便利に
してくれた一方、不用意にごみとして捨てられたプラスチックなどが、河川などを通じて海
へ流れ込み、海洋環境や生物に深刻なダメージを与えているなど、近年、地球規模で大き
な問題となっています。
　大阪市と大阪府は、2019 年「G20 大阪サミット」及び「2025 年大阪・関西万博」の開催
地として、プラスチックごみゼロに向け、
使い捨てプラスチック削減のさらなる推
進を行うことなどを盛り込んだ「おおさ
かプラスチックごみゼロ宣言」を行いま
した。
　大阪市では「おおさかプラスチックご
みゼロ宣言」の取組のひとつとして、急
な買物時も含めてレジ袋を使用すること
のないよう、エコバッグを常に携帯する
「大阪エコバッグ運動」を推進しています。
　また、令和２年 7 月から、レジ袋が全
国で有料化されました。これをきっかけ
に、出かける時はエコバッグを常に携帯
し、お店でレジ袋をもらわないようにし
て「限りある天然資源の消費抑制」、「地
球温暖化防止」、「海洋プラスチックごみ
削減」など、プラスチックごみによる環
境問題の解決にご協力をお願いします。
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